
令和元年度第３回南薩保健医療圏地域医療構想調整会議 

での協議に係る地域公共交通に関する情報提供（報告） 

● 枕崎市の行政サービスの現状 

  新たな交通システムの構築に向けて、まずは、高齢者、障害者等の外出の機 

会を増やすことを目指して、令和元年 10 月から、タクシー利用に係る運賃助 

成制度を開始しました。 

 令和２年度は、市民や関係団体、交通事業者等で組織する地域公共交通シス 

テム検討委員会を設置し、タクシーの利用状況等を検証しながら、高齢者を始 

めとする交通弱者に配慮した、市民の地域交通の利便性の向上に資する新た 

な地域公共交通システムの構築を目指していきます。 

（※令和２年度施政方針を基に文章作成） 
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資料 2－3【枕崎市】
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令和元年度　タクシー利用券利用状況 高齢者介護保険係 （対象者） 2,509人×0.7(申請率）=　1,757人

障害福祉係 （対象者） 　937人×0.7(申請率）=　　656人

Ｒ２．１月末現在

当初対象者数(人）
（a）

発行人数　(人）
（b）

発行率（b÷a） 発行枚数　① 利用枚数　②
利用額

（＠300円×②）
利用率　（②÷①）

高齢者介護保険係 1,757 902 51.3% 10,810 6,439 1,931,700 59.6%

障 害 福 祉 係 656 73 11.1% 876 485 145,500 55.4%
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